
5月1日福島市内の街中広場でメーデーが
開催され、恒例の60秒アピールで寸劇を
披露。アメリカの無法なイランへの攻撃に
よるエネルギー・物価高に苦しむ農家の声
を「サナエは不要、ナフサは必要」と訴え
ました。

4月7日～9日の3日間、大阪新婦人の皆さんが

「震災・原発事故から15年目の福島を見るツ

アー」に参加され、津波被害を受けた請戸小学校

や、双葉町の原子力伝承館を見学しました。満開

の桃の花への受粉作業やソーラーシェアリング見

学など、福島の今を体験していただきました。

5.1福島市メーデー 震災・原発事故から15年目の福島を見る－大阪新婦人

オンラインから購入できます！
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う
め
ん

福島県会津産小麦100％
のそうめん。これからの
暑い季節にぴったりです。

有機栽培コシヒカリを使
用したパックご飯です。
玄米と白米をご用意して
おります！

ドイツで爆発的に普及している
ベランダソーラー。100 万軒で設置されている

自民党農政が令和の米騒動を
引き起こし、主食さえもアメリカへ差し出す

２
０
１
１
年
４
月
２６
日
行
わ
れ
た
政
府
東
電
交
渉
か
ら
、
１６
回
目
の
要
請
交
渉
に
約
１
０
０
名
が
参
加
。

今
で
も
続
く
被
害
へ
の
救
済
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
原
発
を
や
め

再
エ
ネ
１
０
０
％
へ
転
換
す
る
こ
と
を
政
府
・
東
電
に
要
求
し
ま
し
た
。

原発事故から15年が経過しても被害は継続している
今こそ、原発・火発をやめ、再エネ100％社会への転換を
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の
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」
賠
償
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払
い

　

福
島
県
内
で
は
、
今
で
も
竹
の
子
の
出
荷

制
限
地
域
が
多
く
あ
り
ま
す
。
東
電
の
農
家

に
対
す
る
賠
償
支
払
い
は
、
品
目
ご
と
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
回
、
竹
の
子

の
賠
償
を
拒
否
し
て
い
る
の
は
、
同
じ
生
産

者
が
あ
ん
ぽ
柿
も
出
荷
し
て
お
り
、
既
に
あ

ん
ぽ
柿
は
３
倍
の
賠
償
支
払
い
を
し
て
お

り
、
あ
ん
ぽ
柿
と
竹
の
子
の
賠
償
額
が
３

倍
の
金
額
を
越
え
な
い
と
支
払
わ
な
い
と
い

う
レ
ア
な
ケ
ー
ス
で
す
。
し
か
も
こ
の
複
雑

な
賠
償
ル
ー
ル
は
東
電
が
勝
手
に
決
め
て
い

る
も
の
で
、
請
求
者
の
農
家
に
何
の
落
ち
度

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
東
電
の
原
発
事

故
で
出
荷
制
限
に
な
っ
た
農
産
物
に
対
し
て

は
即
座
に
支
払
う
べ
き
で
す
。
１５
年
経
過
し

た
東
電
の
理
不
尽
な
賠
償
拒
否
が
今
で
も
続

き
、
生
産
者
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

被
曝
の
自
己
責
任
化

　

昨
年
６
月
、
政
府
は
帰
還
困
難
区
域
の
方

針
を
「
区
域
か
ら
人
へ
」
と
変
更
し
ま
し
た
。

内
閣
府
の
担
当
者
は
「
住
民
の
方
と
協
議
し

な
が
ら
決
め
て
い
く
」
と
説
明
し
ま
す
が
実

態
は
全
く
違
い
ま
す
。
津
島
の
馬
場
さ
ん
の

自
宅
の
空
間
線
量
は
昨
年
２
・５
μ
SV
あ
り
、

８
時
間
外
に
い
れ
ば
年
間
で
７
・

３
㎜
SV
も
の
被
曝
で
す
。
日
本
の

一
般
公
衆
の
被
ば
く
限
度
は
１
㎜

SV
で
す
が
、
福
島
県
民
は
原
発
事

故
以
降
２０
㎜
SV
以
下
な
ら
被
害
が

な
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
避
難

者
の
帰
宅
し
た
い
と
い
う
思
い
を

利
用
し
て
い
る
こ
と
も
悪
質
で

す
。
馬
場
さ
ん
は
「
だ
れ
が
故
郷

を
汚
し
た
ん
だ
！
」
と
の
叫
ぶ
と

多
く
の
参
加
者
か
ら
「
国
と
東
電

だ
！
」
と
加
勢
の
声
が
飛
び
ま
す
。

避
難
者
、
福
島
県
民
を
何
重
に
も

侮
辱
し
苦
し
め
る
「
被
曝
の
自
己

責
任
化
」
は
決
し
て
容
認
で
き
ず
、

今
後
も
撤
回
す
る
ま
で
何
度
で
も

声
を
上
げ
ま
す
。

規
制
の
虜
「
規
制
庁
」

　

中
部
電
力
・
浜
岡
原
発
の
「
基

準
地
震
動
」
の
評
価
が
過
小
評
価
・

操
作
さ
れ
て
い
た
問
題
で
、
委
託

調
査
し
て
い
た
企
業
が
東
京
電
力

を
含
め
複
数
の
電
力
会
社
の
原
発

も
調
査
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
が
発
覚
し
た
経
緯
は

規
制
庁
に
告
発
が
あ
っ
た
こ
と
で
判
明
し
ま

し
た
。
当
然
、
他
の
電
力
会
社
に
も
問
題
が

な
い
か
「
水
平
展
開
」
し
、
調
査
す
る
と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
規
制
庁
は
早
々
に
他
の
電

力
会
社
の
調
査
を
し
な
い
こ
と
を
表
明
。
そ

の
理
由
を
何
度
規
制
庁
に
質
問
し
て
も
あ
い

ま
い
な
回
答
に
終
始
。
不
正
を
見
抜
く
こ
と

も
で
き
ず
、
規
制
機
関
が
被
規
制
側
（
電
力

会
社
）
の
勢
力
に
実
質
的
に
支
配
さ
れ
て
し

ま
う
「
規
制
の
虜
」
が
再
来
し
て
い
ま
す
。

原
発
も
火
発
も
不
要
な

再
エ
ネ
１
０
０
％
は
可
能

　

ア
メ
リ
カ
の
無
法
な
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃
に

よ
り
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
危
機
的

で
す
。
海
外
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
ガ
ソ

リ
ン
へ
の
補
助
金
は
４
月
だ
け
で
約
５
千
億

円
を
費
や
す
勢
い
で
す
。
国
民
に
本
当
の
危

機
を
伝
え
ず
、
政
権
の
支
持
率
維
持
の
た
め

の
補
助
金
は
段
階
的
に
や
め
る
べ
き
で
す
。

世
界
で
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
時
か

ら
積
極
的
に
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
へ
の
投
資
を

続
け
、
加
速
度
的
に
再
エ
ネ
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
今
あ
る
技
術
だ
け
で
も
省
エ
ネ
、
太

陽
光
、
蓄
電
池
、
電
気
自
動
自
動
車
、
デ

マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
な
ど
を
活
用
す
れ
ば
、

約
３０
兆
円
の
購
入
化
石
燃
料
を
減
ら
し
、

２
０
３
０
年
代
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
現
実

的
に
可
能
で
す
。
地
震
が
頻
発
す
る
今
こ
そ

原
発
は
停
止
し
、
再
エ
ネ
に
舵
を
切
る
こ
と

が
、
当
然
の
選
択
で
す
。

　

E
U
２５
カ
国
、
米
国
で
も
３０
州
で
認
可

予
定
の
ベ
ラ
ン
ダ
ソ
ー
ラ
ー
（
プ
ラ
グ
イ
ン

小
型
太
陽
光
発
電
・
８
０
０
W
程
度
）
は
多

く
の
個
人
宅
、
貸
家
で
も
発
電
と
利
用
が
可

能
な
装
置
で
す
。
経
産
省
は
で
き
な
い
理
由

を
並
べ
ま
す
が
、
各
国
で
は
制
度
変
更
だ
け

で
実
施
し
、
大
き
く
普
及
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
打
開
す
る
に
は
進
ん
だ
制
度
の
導
入

と
政
治
的
意
思
、
そ
し
て
そ
の
意
思
を
阻
む

構
造
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
国
各

地
で
小
さ
な
前
進
を
積
み
重
ね
、
少
し
で
も

現
実
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

浪江町津島地区  馬場 績さん

　浪江町津島で農業をしていたが、
原発事故で故郷は帰還困難区域と
なり、今も戻れない。政府は昨年
6 月、帰還困難区域の方針を「区
域から人へ」と変更した。これは
ガラスバッジを持って線量を管理
しろという「被曝の自己責任」で
あり。許せない。故郷を汚した東
電と国が責任をもって元に戻せ。

原発なくす静岡の会 
事務局長 酒井 政和さん

　中部電力は、浜岡原発の再稼働に
むけ「基準地震動」の評価が過小と
なるよう操作していた。静岡県民の
中部電力への信頼は地に落ちた。こ
の不正は全ての原発に波及するもの
であり、政府は他の原発への調査も
含めて責任を果たすべきである。

　事故のリスクがある原発を動かし続ける。地質データの改ざ
んという重大な不正が見つかっても、水平展開で調査すらしよ
うとしない。原子力規制庁が「規制」の役割を全く果たせてい
ない。福島県民は、汚染した地域はきれいに戻してほしい、過
酷事故を起こした原発ではなく、安全な再エネを進めてほしい
だけ。こんな当たり前の願いが、１５年間たった今も蔑ろにさ
れ続けているのだと実感し、怒りが止まりませんでした。この
怒りを忘れずに声をあげ続けていきたいです。                    

故郷を汚した東電と国が
責任をもって元に戻せ！

政府は原発への調査・責任を
果たしていない！

参加者の感想 七海栞里さん

官邸前でコール「ナフサは必要、サナエは不要」

2-3面.indd   12-3面.indd   1 R8/07/03   14:34R8/07/03   14:34


